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平成２０年度の最初のレターになります。今年度も
楽しく元気にやっていきたいと思います。どうぞよろ
しくお願いします（コ）。

社会連携センター

産学官連携推進部門発行
liaison@cc.nara-wu.ac.jp

１．第７回産学官連携推進会議に出席しました。

しくお願いします（コ）。

大学構内の風景写真（奈良女子大学メールマガジンより抜粋）

毎年６月に京都宝ヶ池国際会議場で開催されます内閣府主催産学官連携推進会議（６月１４日（土）～１５日
（日）に今年もブース出展いたしました。（日）に今年もブ ス出展いたしました。

今年は昨年秋に東京イノベーションジャパンでも出展した
（推進レター２９号にて紹介）『色素を連結した感圧・感温塗
料用ポリマー』小幡誠先生（大学院人間文化研究科）と、
地域に根付いた研究紹介として、『地域資財（奈良漬）展
開プロジェクト（左上）』代表増井正哉先生（生活観光現代

プGP推進室 生活環境学部）、『地域資財（御所柿）復興プ

ロジェクト（右上）』寺岡伸吾先生（文学部）他、『地域資財
（ナラノヤエザクラ）展開プロジェクト（左下）』鈴木孝仁先生
（理学部）、岩口伸一先生（理学部）のパネルを用意しそれ
らの活動をＰＲしました。



↑創立百周年宣伝も、キトラポスターを参考に

パネルを作成しました。

↑今年で５枚目になります『うちわ』です。会場で毎年配布して

いますが、「今年はどんな色？」と毎年違った色で配布するうち
わを楽しみにしてくださる固定ファンもおられますわを楽しみにしてくださる固定ファンもおられます。

うちわは、まだ余分がありますので研究室や部局の催しで必要な
方は社会連携センター藤野(3734) までご連絡ください。

↑他大学が大学商品を宣伝しているなか、

本学も今年初めて商品を陳列することができました。

↑他大学ブースでの出展例です。年を追って、大学展示も企業展示並みに深く印象に残るように効果的な↑
情報発信がなされるようになってきています。

２．奈良女子大学メールマガジン好評配信中

奈良女子大学メールマガジンは、毎週金曜日に配信しております。
６月２０日（金）の配信で１５７号を数え、この間にご紹介した大学や
その周辺の季節写真は２５８７枚となりました。６月２０日現在登録読
者数は６３５人 ２グループです者数は６３５人、２グループです。
登録方法は e-magazine@cc.nara-wu.ac.jp 宛に、件名を「登録」と

して送信するだけです。登録がまだの方は是非登録してみてください。
１５７号では上記産学官連携推進会議の報告（写真とも）のほか、６月
１５日までが春の開山期間であった若草山に１２日に登り、大学を眺め
た風景などが掲載されています。毎月１回、平日の昼間に開催されてい
ます『ランチタイムコンサート』の様子は一部を動画にて紹介するコー
ナーもあります。



３．各種公募情報

公募情報についてはリアルタイムに
下記WEBにて随時公開中です。
http://koto3.nara-wu.ac.jp/kenkyu/kakenjosei.html

ここでは研究助成公募を載せています。
各種表彰などについては下記ＵＲＬをご参照ください。
http://koto3.nara-wu.ac.jp/kenkyu/josei/koubo.html
また本学に募集のあった共同研究の公募については
http://koto3.nara-wu.ac.jp/kenkyu/josei/kyoudou.html
をご参照ください

（財）国際科学技術財団 H20年度研究助成対象者推薦
【学内締切】平成２０年７月１７日
【助成対象】分野Ⅰ:自然と共生する持続可能な技術社会形成 分野Ⅱ:医学･工学の融合における疾患への技術の展開
【助成金額】 100万円
【応募対象】 35歳未満(H20.11.30現在)で国内で継続した研究が可能であること(留学生可)

【問い合わせ】 http://www.japanprize.jp/

（財）松尾学術振興財団 H20年度松尾学術研究助成

をご参照ください。

（財）松尾学術振興財団 H20年度松尾学術研究助成
【学内締切】平成20年７月２２日
【助成対象】原子物理学及び量子エレクトロニクス・量子光学
【助成金額】上限５００・３００万円
【助成対象】若手研究者を優先
【問い合わせ】http://www.matsuo-acad.or.jp/

（財）ユニベール財団 H20年度研究助成
【学内締切】平成20年７月２２日
【助成対象】「豊かで活力ある長寿社会の構築をめざして」を基本テーマとした研究
【助成金額】 上限１００万円
【応募対象】博士前期課程在籍者の申請は指導協力教員を必要とする
【問い合わせ】http://www.univers.or.jp/

（財）岩谷直治記念財団 H20年度岩谷科学技術研究助成金候補者推薦
【学内締切】平成20年７月１８日
【助成対象】エネルギー、環境に関する重要かつ独創的な研究開発
【助成金額】上限200万円/件【助成金額】上限200万円/件

ダノン健康栄養・普及協会 ２００９年度ダノン学術研究助成金
【公募時期】平成２０年８月２９日（必着）
【助成対象】「栄養と健康に関する基礎的･臨床的研究」小児栄養及びプロバイオティクス
【助成金額】２００万円
【問い合わせ】http://www.danone-institute.gr.jp/

（財）栢森情報科学振興財団 H20年度研究助成
（ 着）【公募時期】平成２０年９月１日（必着）

【助成対象】情報科学に関する研究 1:研究助成 2:フォーラム･シンポジウム等開催助成
【助成金額】1:上限200万円/件 2:総額100万円

【問い合わせ】http://www.kayamorif.or.jp/

（財）日産科学振興財団 H20年度理科/環境教育助成
【公募時期】平成２０年７月３１日
【助成対象】理科教育、環境教育

【助成金額】 ４０万円/件【助成金額】 ４０万円/件
【応募要件】院生を含む。WEB申請と郵送両方要
【問い合わせ】 http://www.nissan-zaidan.or.jp/ 

（公）福原記念英米文学研究助成基金 H20年度研究助成金
【公募時期】平成２０年１０月３１日（必着）
【助成対象】英米文学研究 A:研究助成 B:出版助成
【助成金額】 A:40万円 B:100万円



（財）慢性疾患･リハビリテイション研究振興財団 H20年度研究助成

【公募時期】平成２０年７月１０日（必着）
【助成対象】1.中･高齢者の健康増進に関する研究 2.老化に影響を及ぼす因子の解明
【助成金額】 20～100万円/件
【問い合わせ】http://www.taishitsu.or.jp/JHF/

（財）浦上食品･食文化振興財団 H20年度研究助成
【公募時期】平成２０年７月2０日（必着）
【助成対象】食品の生産 加工及び安全性等に関する研究並びに食文化に関する研究【助成対象】食品の生産･加工及び安全性等に関する研究並びに食文化に関する研究
【助成金額】上限300万円
【問い合わせ】http://www.urakamizaidan.or.jp/

（財）稲盛財団 H21年度研究助成金
【学内締切】平成２０年７月22日
【助成対象】自然科学系、人文･社会科学系 H21年度優先分野「エレクトロニクス」、

生物科学(進化･行動･生態･環境)
【助成金額】 100万円/件【助成金額】 100万円/件

【応募対象】自然科学系では40歳以下の若手研究者を優先
【問い合わせ】 http://www.inamori-f.or.jp/

（財）大和証券ヘルス財団 H20年度調査研究助成
【公募時期】平成２０年７月31日（消印有効）
【助成対象】中･高年者の保健･医療及び福祉等に関する調査研究
【助成金額】100万円
【問い合わせ】 http://www.daiwa-grp.jp/branding/citizen/dsh/

（財）日本証券奨学財団 H20年度研究調査助成
【学内締切】 平成２０年７月3０日
【助成対象】法学、経済学、社会学、理学及び工学

【助成金額】100万円/件
【問い合わせ】 http://www.jssf.or.jp/

（財）明治安田厚生事業団 H20年度健康医科学研究助成
【学内締切】平成２０年10月15日
【助成対象】積極的な健康の維持増進に活用できる研究課題
【助成金額】１00万円程度/件
【応募対象】40歳未満(申請時)の研究者(博士後期課程以上)
【問い合わせ】 http://www.tai-ken.jp/

（財）上原記念生命科学財団 H20年度研究助成
【学内締切】 A、B：平成２０年８月2２日 C：－
【助成対象】生命科学、特に健康の増進、疾病の予防および治療に関する研究

A:研究助成金 B:研究奨励金 C:特定研究助成金「生体制御分子科学」A:研究助成金 B:研究奨励金 C:特定研究助成金「生体制御分子科学」
【助成金額】A:500万円 B:200万円 C:1,500万円･900万円/件
【応募要件】データ送信要(A,B:9.5正午まで、C:7.28正午まで)
【応募対象】B:若手研究者(S46.4.1以降出生の研究者)
【問い合わせ】 http://www.ueharazaidan.com/

（財）ノバルティス科学振興財団 平成20年度研究奨励金
【学内締切】平成２０年9月1日
【助成対象】生物・生命科学およびそれに関連する科学の領域における創造的な研究
【助成金額】１00万円
【応募対象】原則として博士号を有する研究者（またはH21.3末までに学位取得が予定されている研究者）
【問い合わせ】 http://www.novartisfound.or.jp/

産学官連携推進部門 スタッフ 城和貴（人間文化研究科） 相馬秀廣（文学部） 高橋智（理学部） 才脇直樹（生活環境学部）
鍜冶幹雄（社会連携センター） 藤野千代（社会連携センター ） 藤熊昭彦（研究協力課） 森田淳（研究協力課 研究協力係）
早川昭仁（研究協力課 社会連携推進係）


